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墳墓であり ( 図 1)、2009 年にモンゴル・ロシア合
同発掘調査が行われた (4。高さ 2.8m、直径約 30m
ほどの円墳を調査したところ、長さ 23m の墓道と、
深さ 6m の位置にドーム型屋根を持つ 3.5 ～ 3.6m
の墓室が発見された ( 図 2)。墓室は赤色顔料で塗
装された木製扉が備え付けられ、入り口付近では
墓誌が出土した。その記述により被葬者は金
き ん び と と く
微都督
の僕
ぼ っ こ い つ と つ


























掘調査が行われた (8。高さ 4.0m、南北約 34m ×東
西約 30m ほどの円墳を調査したところ、壁画を備
えた長さ 20m の墓道と、深さ 6.3m の位置に 3.1m
× 3.4m のドーム型屋根を持つ墓室が発見された
( 図 3)。墓誌は出土していないが、墓室構造や壁画
図像などの研究から、ザーマル古墳 ( 僕固乙突墓 )

































　ザーマル古墳 ( 僕固乙突墓 ) から出土した染織品
は、木製俑が身に着けていた衣服や ( 図 5)、旗とみ


























1. ザーマル古墳 ( 僕固乙突墓 ) 出土染織品
1) 平織 (11
　平織 24 点を確認した。色は赤・緑・白・茶褐
色などである。これらの用途は木俑の服 ( 図 5, 
8~11)、旗 ( 図 6, 7) に用いられていた小断片の他、













図 11　図 10 の拡大
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もの、粗いもの、単糸が細く隙間を広く設けたレー
ス状のものに大別できる。一点のみ、単糸を強く Z
方向 ( 左撚り ) に寄った糸が使用された平織が見ら
れる。一般に中国では絹糸は無撚りで引き揃えるか、
S 方向 ( 右撚り ) に緩やかに撚られる場合がほとん













製品であり、木俑の裳と考えられる ( 図 12)。
3) 経錦 (13








文が繰り返し配置されている ( 図 22)。全く同じ文
様、同じ技法の資料は、日本の正倉院伝世品、新疆
ウイグル自治区のトルファン出土品 (633 年墓誌共
伴 )、タジキスタンのムグ山遺跡出土品 (8 世紀前











図 13　図 11 の拡大
図 14　綾組織経錦（俑の衣服の縁飾）
図 15　№ 11 の拡大
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れた帛画 ( 綾地綾文綾 )、極彩色の植物文が描かれ




































図 17　図 16 の拡大
図 18　平地綾文綾（格子・幾何学文）
図 19　図 18 の拡大
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金具を通していたものと推測される ( 図 20)。中国
製と考えられる。
4) 経錦












図 21　図 20 の拡大
図 22　綾組織経錦（俑の衣服？）
図 23　図 22 の拡大
①動物・植物文
　緯錦は綾地印金 ( 図 36) と縫合された状態で出土
























ト ル フ ァ ン
魯番の阿
ア ス タ ー ナ





























図 25　図 24 の拡大
図 26　綾組織緯錦（袋）
図 27　図 28 の拡大
図 28　綾組織緯錦（連珠円文）
図 29　図 28 の拡大
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④連珠円文
























図 31　図 30 の拡大
図 32　綾組織緯錦（宝相華文）
図 33　図 32 の拡大
図 35　図 34 の拡大
図 34　綾組織緯錦（宝相華文）
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くつかの宝相華文緯錦が伝わっている。
6) 印金
　無文の綾織布 (3 枚綾 ) の一面に、金箔によって
唐草文・鳥文・四弁花文を施文した印金織物が確認
できた ( 図 36, 37)。出土状況から木棺内に設置さ
れた小型木枠を覆っていたものと推測される。用途
は衣服と考えられ、衿部分の縁飾りには動物と植物











































































































































中国製経錦、中国製緯錦、屏風 ( 帛画 ) や三梁冠の
羅などは唐が用意したものとみられるが、西方製や
西方製に類似するもの、産地不明のもの、そして現
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表 1　ザーマル僕固乙突墓出土染織品一覧 表 2　オラーン・へレム壁画墓出土染織品一覧
織組織 文様 用途 推定産地 図№
平織
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 不明 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし リボン（衣服の一部 ?）中国 ―
なし リボン（衣服の一部 ?）中国 ―
なし リボン（衣服の一部 ?）中国 ―
なし 旗 中国 図 6
なし 俑の衣服（上衣袖部） 中国 図 8
なし 俑の衣服（喪） 中国 図 10
平地
綾文綾
菱文 不明 中国 ―
菱文 不明 中国 ―
菱文 俑の衣服（喪） 中国 図 12




八弁花文 俑の衣服（縁飾り） 中国 図 14
織組織 文様 用途 推定産地 図№
平織
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―
なし 不明 中国 ―




連珠円文 不明 中国 図 16




不明 不明 中国 ―

















西方 ? 図 24
棋文 袋 西方 図 26
連珠円文 不明 西方 ? 図 28
宝相華文 不明 中国 図 32･34




四弁花文 上衣 ( 胡服 ) 不明 図 36
平織
（帛画） 人物・草木 屏風？ 中国 図 38･39













こ う ろ じ
臚寺司



































































が、他にまとまった出土例はない [Borovka 1927: 75]。
3) 鉄勒に対する唐の羈
き び
縻支配は 646 年から 682 年にお
よんだ。貞観 20 年 [646] に薛
せ つ え ん だ
延陀が唐朝の策略によっ
て崩壊すると、薛延陀に服属していたトルコ系諸族
( 鉄勒 ) を北モンゴル ( 漠北 ) において羈縻支配した。
この羈縻支配体制は突厥第二可汗国 (682 ～ 744 年 )




う [ 齊藤 2011: 32]。
4)A. オチル、L. エルデネボルらによる発掘調査 [Ochir A., 
Danilov S. V. et al. 2013]。
5) 唐が羈縻州に設置した都督府の一つ。乙突の祖父の
歌
か ら ん ば つ え ん
濫抜延は唐から都督を授けられた人物であり、都









「故」の字が冠されている [ 石見 2014: 9]。
7) 突厥以外のトルコ系遊牧民を鉄勒と呼び、その中で
も有力な部族を九姓鉄勒という。僕固部は九姓に含
まれる有力部族であった [ 石見 2014: 1]。
8)A. オチル、L. エルデネボルドらとカザフ国立ユーラ
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16) ナインテ・スムでは 1925 年にソ連科学アカデミー
が行った調査により双龍文綾が出土した [Bolovka 
1927: 75]。











































いる [Regula Schorta 2010: 261-263]。
24)[ 牟田口・村上 2016: 17-21] を参照
25) 乙突の場合、葬儀の監護使として申し分ない身分で
ある麴氏高昌国の最後の国王、麴文泰の子である麴
昭が人選されたという [ 石見 2014: 3-4]。
26) 唐は諸州から中央政府に貢納される絹布を九等に区












れたという [ 荒川 2010: 444-448]
図版出典：
図 1　東 2013, p.1 図 1
図 2　Ochir A., Danilov S. V. et al. 2013
図 4　Ochir A.,  Erdenebold L. et al. 2013, p.33 図 19
図 3, 5 ～ 46　著者
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3. 古代遊牧民の文化遺産











1.1. 城址 ……………………………………………………… 7
①ハル・バルガス　②ハ
ハラーティン･バルガス
ラート城址 ( ハラート - Ⅰ
~Ⅶ)　③ツ
ツ ァ ガ ー ン ･ ス ミ ン ･ バ ル ガ ス
ァガーン・スム城址　④ビ





バ ル ガ ス ィ ン ･ ホ ン デ ィ ー ン ･ ド ル ボ ル ジ ン ･ バ ル ガ ス
ルガスィン・ホンドの城址
⑦ ゲ
ゲ ゼ グ ･ ブ ル
ゼ グ・ ブ ル ド
ディーン･バルガス
城 址　 ⑧ ド
ドノイン･ゲリーン･ボイル
ノ イ 廃 墟 址　
⑨ シ
シ ャ リ ラ ン ギ ー ン ･
ャ リ ラ ン ギ ー ン・ ゴ
ゴ リ ン ･ ヘ レ ム
ル 城 址　 ⑩ オ





フ ル ミ ー ン ･ ウ
ルミーン・ウズ
ズ ー リ ー ン ･ ヘ レ ム
ール城址　⑫
フ
フ フ ･ エ ル ギ ー ン ･ バ ル ガ ス
フ・エレグ城址　⑬ ル
ルンギーン･ドルボルジン






ヘ ル メ ン ･
ルメン・デ
デンジーン･バルガス
ンジ城址
1.2. 陵墓と一般の墓の分布、外部構造、施設……52
ⓐフルヒーン・アムの方形施設群　ⓑホンディ
ン・ホーロイの方形施設群　ⓒウブルハブツァリ
ン・アムの方形施設群　ⓓヒルギスーリーン・ア
ムの方形施設群　ⓔドガナ・ウズールの方形施設
ⓕチャンダガニ・アムの方形施設群　ⓖオロン・
ドフ　ⓗジャール・トルゴイの方形施設　ⓘサン
ティン・ボンドゴル
(80 頁につづく )
